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人口減少に
  立ち向かう高島

   

総
合
戦
略
の
方
向
性

　
総
合
戦
略
で
は
、
人
口
の
社
会
減
や
自

然
減
を
緩
和
し
、
世
代
間
で
互
い
に
支
え

   

高
島
市
の
人
口
等
の
見
通
し

●
人
口
は
本
格
的
な
減
少
傾
向
に

　
高
島
市
の
人
口
は
、
戦
後
急
増
し
ま
し

た
が
、
高
度
経
済
成
長
期
に
緩
や
か
に
減

少
し
、
昭
和
45
年
に
は
５
万
人
を
割
り
込

み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
緩
や
か
に
回

復
し
ま
し
た
が
、
平
成
12
年
の
５
万
５
千

人
を
ピ
ー
ク
に
、
そ
れ
以
後
減
少
に
転
じ

て
い
ま
す
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

人
口
推
計
に
よ
る
と
、
今
後
急
激
に
人
口

減
少
が
進
み
、
平
成
32
年
に
は
５
万
人
を

割
り
込
み
、
平
成
72
年
（
お
お
よ
そ
45
年

後
）
に
は
３
万
人
を
割
り
込
む
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
者
比
率
は
、
平
成
72
年
前

後
を
ピ
ー
ク
と
し
て
45
％
近
く
に
達
す
る

と
見
込
ま
れ
ま
す
。

●
人
口
減
少
が
も
た
ら
す
問
題

　
「
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳
か
ら
64
歳
ま

  

地
方
創
生
総
合
戦
略

  

策
定
の
意
義

　
国
で
は
、
人
口
急
減
・
超
高
齢
化
と
い

う
我
が
国
が
直
面
す
る
大
き
な
課
題
に
対

し
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
各

地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
自

律
的
で
持
続
的
な
社
会
を
創
生
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
国
で
は
、

若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の
希

望
の
実
現
、
地
方
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ

を
つ
く
り
、
地
域
の
特
性
に
即
し
た
地
域

の
問
題
解
決
の
視
点
を
基
本
に
魅
力
あ
ふ

れ
る
地
方
の
創
生
を
目
指
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
高
島
市
で
は
、
こ
う
し
た
国
の
方
針
を

踏
ま
え
、
重
要
な
社
会
情
勢
の
変
化
を
市

民
全
員
で
認
識
し
、
訪
れ
る
で
あ
ろ
う

数
々
の
大
き
な
社
会
変
化
に
よ
っ
て
生
ま

れ
る
地
域
課
題
に
対
応
し
て
い
く
、
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
に
踏
み
出
し
て
い
く
た
め

の
指
針
と
し
て
、「
高
島
市
地
方
創
生
総

事業名 事業費 内容
1 総合戦略策定事業 692 万円 高島市総合戦略を策定するため必要な調査等を実施します。

2 びわ湖高島
ブランド戦略推進事業 962 万円 さまざまな地域資源を外に向けてアピールし、まちの知名度や

好感度を上げ、移住者や観光客等の誘導を図ります。

3 移住・定住コンシェルジュ
事業 1,116 万円 移住・定住コンシェルジュを設置し、若者等の移住者の支援を

充実し、高島市への定着を図ります。

4 特産品国内販売戦略事業 960 万円 農林水産物や発酵食品等の特産品の販路開拓を行い、競争力強
化を図るとともに地域内の雇用創出を図ります。

5 特産品海外販売戦略事業 1,850 万円 特産品である「高島ちぢみ」の海外での販路開拓を行い、地場
産業の振興とともに地域内の雇用創出を図ります。

6 重要文化的景観を活かした
観光振興事業 1,150 万円 重要文化的景観の価値や魅力を地域資源として、住民の活動な

どにより地域活性化・観光振興につなげます。

50 年後、１
００年後も

この地に暮
らしていけ

る社会をつ
くる！

企
画
調
整
課
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特  集

（国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所推計）
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人口　５２, ４８６人
……高齢者人口  14,640 人
  高齢者人口割合 27.9%

平成 22 年

人口　２８, ４３３人
……高齢者人口 12,552 人
  高齢者人口割合 44.1%

平成 72 年　推計

地方創生総合戦略の策定に向けて

今後の動きは、
広報で随時
お知らせします。

　
人
口
急
減
・
超
高
齢
化
と
い
う
日
本
が
直
面
す
る
課
題
に
立
ち
向
か
う

た
め
、
国
で
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
が
設
立
さ
れ
、
魅

力
あ
ふ
れ
る
地
域
の
創
生
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
流
れ
を
受
け
、
高
島
市
で
は
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
踏
み
出
す
指

針
と
な
る
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
策
定
に
向
け
て
動
い
て
い
ま
す
。

合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

の
戦
略
は
、
今
後
の
概
ね
10
年
に
お
よ
ぶ

市
の
政
策
の
方
向
性
を
定
め
る
第
２
次
高

島
市
総
合
計
画
へ
反
映
し
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

で
の
人
口
）
の
減
少
は
、
地
域
経
済
を
縮

小
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
人
口
の
減
少
に

よ
っ
て
、
店
舗
の
撤
退
や
生
活
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
に
不
便
を
き
た
し
た
り
、
集
落

の
機
能
が
維
持
で
き
な
く
な
り
、
産
業
の

衰
退
や
農
地・山
林
の
荒
廃
を
招
く
ほ
か
、

介
護
・
医
療
福
祉
分
野
の
人
材
不
足
、
さ

ら
に
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
低
下
や
コ

ス
ト
増
大
な
ど
、
負
の
連
鎖
が
も
た
ら
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
特
に
社
会
保
障
制
度
で
は
、
現
在
、
高

齢
者
１
人
を
２・
１
人
の
働
き
盛
り
の
年

代
で
支
え
て
い
る
社
会
構
造
が
、
１・
１

人
で
支
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
口
の
減
少
が
も
た
ら

す
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
が
、
社
会

保
障
制
度
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
口
構

成
に
大
き
な
変
化
が
出
て
く
る
こ
と
が
問

題
を
大
き
く
し
て
い
き
ま
す
。
戦
後
、
私

た
ち
は
高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
人
口

増
加
に
よ
る
経
済
成
長
を
前
提
と
し
た
社

会
づ
く
り
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
考
え
方
を
大
き

く
転
換
し
た
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●人口の社会減…
　転入者数を転出者
数が上回り、人口が
減少すること。

●人口の自然減…
　出生数を死亡者数
が上回り、人口が減
少すること。

あ
え
る
均
衡
の
と
れ
た
社
会
構
造
に
転
換

し
て
い
け
る
よ
う
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

ま
た
、
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
あ
っ

て
も
、
安
全
と
安
心
が
守
ら
れ
る
地
域
社

会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
市
で
は
、
人
口
減
少
が
も
た
ら
す
社
会

的
な
影
響
の
予
防
や
抑
制
、排
除
を
行
い
、

人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
地
域
社
会
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
50

年
後
、
１
０
０
年
後
も
こ
の
地
に
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
に
向
け
議

論
を
進
め
、
今
年
度
中
に
、
地
方
創
生
総

合
戦
略
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

　
の
希
望
を
か
な
え
ま
す
。

　

出
生
率
向
上
の
た
め
の
子
育
て
環
境
の
整

備
な
ど

３

　
高
島
市
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を

　
つ
く
り
ま
す
。

　

若
者
の
流
出
を
抑
え
る
と
と
も
に
、
Ｕ

タ
ー
ン
や
、
市
外
か
ら
の
移
住
者
の
増
加
な

ど 　
高
島
市
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用

　
を
創
出
し
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
人
材
が
働
き
何
ら
か
の
仕
事

（
役
割
）
を
持
て
る
社
会
づ
く
り
、
地
域
産

業
の
競
争
力
強
化
等
に
よ
る
雇
用
創
出
な
ど

●
４
つ
の
柱

　
市
で
は
、
総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ

て
、
次
の
４
つ
の
柱
を
位
置
づ
け
、
施
策

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

１２

　
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

　
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
と

　
と
も
に
、
地
域
と
地
域
の
連
携
を

　
図
り
ま
す
。

　

社
会
基
盤
の
維
持
、
管
理
、
更
新
へ
の
市

民
参
画
や
、
日
常
の
支
え
あ
い
や
つ
な
が
り

を
生
か
し
た
地
域
同
士
の
連
携
を
構
築

４

▼４つの柱を具体化するため、先行して３月に予算化した事業。現在取り組んでいるところです。


